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「
空
き
家
」と
は
、建
築
物
と
付

属
す
る
工
作
物
や
そ
の
敷
地
が
、

居
住
そ
の
他
の
使
用
が
さ
れ
て
い

な
い
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
増
加
の
一
途
を
た
ど

る
空
き
家
。県
内
も
同
様
に
総
住

宅
数
に
占
め
る
空
き
家
の
割
合
が

増
加
し
て
お
り
、本
市
で
も
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の「
空
き
家
所
有

者
実
態
調
査
」で
は
、人
が
住
ま
な

く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、別
の
住

宅
へ
の
転
居
や
住
ん
で
い
る
人
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て

い
ま
す
。多
世
代
の
同
居
が
珍
し

く
な
か
っ
た
時
代
と
違
い
、核
家

族
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
。今
は

空
き
家
を
所
有
し
て
い
な
く
て

も
、相
続
な
ど
に
よ
り
空
き
家
の

所
有
者
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

空
き
家
を
放
置
し
た
ま
ま
だ
と

屋
根
や
外
壁
の
痛
み
な
ど
が
進
行

し
、老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
危
険
な
空
き
家
に
な
る
場

合
も
。ま
た
、立
ち
木
や
雑
草
な
ど

が
生
い
茂
り
、ご
み
の
不
法
投
棄

の
誘
発
や
野
生
動
物
の
巣
に
な
っ

た
り
、景
観
を
損
ね
る
な
ど
、所
有

者
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の
問
題

へ
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

　

空
き
家
は
個
人
の
資
産
な
の
で

解
体
撤
去
も
含
め
所
有
者
が
管
理

空き家が、空き家が、危ない
― 危険な空き家にしないために ―― 危険な空き家にしないために ―
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■ を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。定

期
的
に
建
物
や
庭
木
な
ど
の
状
況

を
確
認
し
、必
要
が
あ
れ
ば
修
繕

す
る
な
ど
適
正
に
管
理
す
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
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　県外で暮らしていましたが、自分の
体調が気になる年齢になってきたこと
もあり、生まれ故郷の登米市に戻るこ
とを決めました。畑仕事を通して体を
動かすことができるように、農地付き
の物件を探していたところ空き家情報
バンクと出会いました。候補を絞って

からは交渉もスムーズに進み、買いた
い人と売りたい人などを結び付ける良
い仕組みだなと感じています。農地の
権利移動は、申請してから許可を受け
るまでの期間が長くやきもきしました
が、改修費用の一部に補助金を活用で
きたので助かりました。

空
き
家
を
資
源
に
す
る
た
め
に

活
用
方
法
を
考
え
る

　

住
宅
は
、人
が
住
ま
な
く
な
る

こ
と
で
通
風
が
不
十
分
に
な
り
、

痛
み
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、使
用
し
て
い
な
く
て
も
修

繕
費
用
や
税
金
な
ど
金
銭
的
な
負

担
が
発
生
し
ま
す
。利
用
可
能
な

空
き
家
は
住
居
と
し
て
利
用
し
、

空
き
家
に
し
な
い
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

 

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
事
業
は
、

住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
売
却
や
賃

貸
を
希
望
す
る
所
有
者
な
ど
と
、

空
き
家
の
購
入
や
賃
借
を
希
望
す

る
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
り
組

み
。空
き
家
を
住
居
と
し
て
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、空
き
家
問
題

を
未
然
に
防
ぎ
、眠
っ
て
い
る
資

産
の
活
用
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

■❶
登
録
を
希
望
す
る
空
き
家
の
所

有
者
は
、所
定
の
登
録
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
ま
す

❷
後
日
、所
有
者
立
ち
会
い
の
下

で
、市
の
担
当
者
が
物
件
の
現
地

確
認
を
行
い
ま
す

❸
現
地
確
認
の
結
果
、適
切
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
建
物
に
つ
い
て

は
、市
空
き
家
登
録
台
帳
に
物
件

の
詳
細
情
報
を
掲
載
し
ま
す

❹
登
録
台
帳
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
観

光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
窓

口
で
公
開
し
ま
す

❺
空
き
家
の
所
有
者
は
、利
用
希

望
者
か
ら
の
申
し
込
み
に
応
じ
て

内
見
や
交
渉
を
行
い
ま
す

※
協
力
事
業
者
に
鍵
の
管
理
を
依

頼
し
、仲
介
を
頼
む
こ
と
も
で
き

ま
す

■
　

登
録
物
件
の
内
見
、交
渉
な
ど

を
希
望
す
る
人
は
、市
空
き
家
バ

ン
ク
利
用
希
望
者
登
録
申
請
書
を

提
出
す
る
こ
と
で
内
見
、交
渉
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
所
有
者
と
空
き
家
利
用
希
望
者

と
の
交
渉
や
契
約
に
市
は
関
与
し

ま
せ
ん

※
交
渉
な
ど
は
当
事
者
間
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、協
力
事
業

者
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
「
空
き
家
を
貸
し
た
り
売
っ
た

り
し
た
い
け
ど
、ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
空
き
家
の

管
理
や
、固
定
資
産
税
を
納
め
る

の
が
負
担
に
な
っ
て
き
た
」な
ど

空
き
家
に
関
す
る
悩
み
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。空
き
家
等
利
活
用
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、空
き

家
な
ど
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た

め
、所
有
者
の
同
意
を
得
て
、市
内

の
協
力
事
業
者
に
空
き
家
等
所
有

者
情
報
を
提
供
し
、不
動
産
取
引

に
つ
な
げ
ま
す
。

■❶
協
力
事
業
者
の
紹
介
を
希
望
す

る
空
き
家
等
所
有
者
は
、市
へ「
空

き
家
等
所
有
者
情
報
提
供
同
意

書
」を
提
出
し
ま
す

❷
市
は
、協
力
事
業
者
へ
空
き
家

等
所
有
者
情
報
を
提
供
し
ま
す

❸
協
力
事
業
者
は
、空
き
家
等
所

有
者
と
交
渉
を
行
い
、媒
介
契
約

を
締
結
し
、空
き
家
等
の
買
い
手

（
借
り
手
）を
探
し
ま
す

❹
売
買
ま
た
は
賃
貸
借
が
成
立
し

た
ら
、所
有
者
は
協
力
事
業
者
に

仲
介
手
数
料
を
支
払
い
ま
す
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　伯父の家を譲り受けて建物の所有者
になり、定期的に立ち木の手入れや建
物の修繕などの管理をしてきました。
まだまだ住むことができる家なので賃
貸を考えていたところ、空き家情報バ
ンクのことを知りました。登録して間
もなく借り手が見つかり、すぐに契約。

事業者の人たちは丁寧な対応で、市と
の連携もしっかりしていたので、思い
入れのある建物を安心して任せること
ができました。入居者が建物を大切に
使ってくれているのでありがたいです
ね。息子が増えたようで、仲良く付き
合っています。

空
き
家
を
大
切
に

活
用
す
る
資
産
に
変
え
る

　

国
土
交
通
省
の
調
査
で
は
、空

き
家
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た

原
因
は
、住
ん
で
い
る
人
の
転
居

や
死
亡
な
ど
誰
に
で
も
身
近
に
起

こ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

放
っ
て
お
く
と
、経
過
年
数
と

と
も
に
建
物
は
老
朽
化
。土
地
も

ど
ん
ど
ん
荒
れ
て
い
き
ま
す
。い

ざ
活
用
し
よ
う
と
し
た
と
き
に

は
、建
物
が
倒
壊
し
そ
う
に
な
っ

て
い
た
り
、立
ち
木
が
道
路
に
は

み
出
し
て
い
た
り
す
る
危
険
な
空

き
家
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
。利

用
予
定
が
無
け
れ
ば
維
持
費
や
管

理
す
る
労
力
も
必
要
。

　

そ
ん
な
空
き
家
も
、活
用
で
き

る
資
産
に
変
え
ら
れ
ま
す
。

　

建
物
が
古
い
か
ら
誰
も
住
み
た

が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
一
方
で
、地
方
へ
の
移
住
を
求

め
る
人
に
は
理
想
の
家
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
と
い
え
ど
、そ
こ
で
過

ご
し
た
思
い
出
や
愛
着
の
あ
る
大

切
な
場
所
。だ
か
ら
こ
そ
、適
切
に

管
理
し
迷
惑
空
き
家
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。よ
り
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地

域
へ
。困
っ
た
と
き
は
市
に
相
談

く
だ
さ
い
。
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■
　

た
め
池
や
水
路
で
は
、農
繁
期

と
な
る
春
先
に
水
量
が
増
え
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
や
魚
釣

り
に
夢
中
に
な
り
、た
め
池
や
水

路
に
転
落
し
死
傷
す
る
事
故
で
毎

年
の
よ
う
に
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

■
　

平
成
24
年
４
月
以
降
よ
り
、森

林
の
土
地
所
有
者
は
、所
有
地
の

市
町
村
長
へ
事
後
届
出
が
必
要

で
す
。森
林
を
所
有
し
た
際
は
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、産
業
経
済
部
農

林
振
興
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

象
経
費
の
３
分
の
２
以
内（
上
限

２
０
０
万
円
）提

出
さ
れ
た
事
業
計

画
を
審
査
会
で
総
合
的
に
評
価
し

て
選
考
し
ま
す１

件
程
度

５
月
31
日（
火
）

■
　

空
き
店
舗
を
賃
借
し
て
新
た
に

小
売
業
・
飲
食
業
を
開
始
す
る
人

に
、必
要
な
資
金
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。

空
き
店
舗
を
賃
借
し
新

た
に
出
店
す
る
人
か
す
で
に
市
内

に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、新
た

に
２
店
舗
目
を
出
店
す
る
人

改
修
費
、設

備
費
、設
計
費
な
ど
／
対
象
経
費

の
３
分
の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）

通
年

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す

産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

（
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

死chiikibusiness@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

■
　

実
施
す
る
こ
と
で
売
上
増
加
や

事
業
拡
大
の
見
込
み
が
あ
る
事
業

に
対
し
支
援
し
ま
す
。

市
内
事
業
者

※
市
内
在
住
の
個
人
か
市
内
に
主

た
る
事
業
所
が
あ
る
法
人
、団
体

設
備
費
、委
託
費
、旅

費
、謝
金
、借
り
上
げ
料
な
ど

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す

製
造
用
機
械
の
導

入
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、商
談
会

へ
出
展
、店
舗
改
修
な
ど

対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内

通
年

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す

■
　

市
内
で
新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
人
に
対
し
、創
業
時
に
必
要
な

資
金
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
で
令
和
５
年
３
月

末
ま
で
に
新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
か
第
２
創
業
を
始
め
る
人

支
援
対
象

期
間（
７
月
〜
令
和
５
年
３
月
15

日
）の
人
件
費
、店
舗
な
ど
の
借

り
上
げ
料
、設
備
費
、仕
入
れ
・
材

料
費
、委
託
費
、旅
費
な
ど
／
対

い
ま
す
。

　

ま
た
、近
年
で
は
、高
齢
者
の

水
難
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
た
め
池
や
水

路
で
遊
ば
な
い
よ
う
声
を
掛
け

た
り
、高
齢
者
に
注
意
喚
起
し
た

り
す
る
な
ど
、地
域
の
安
全
に
向

け
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
　

森
林
法
の
規
定
に
よ
り
森
林

の
立
木
を
伐
採
す
る
際
は
、事
前

の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。届
け
出
を
せ
ず
に
伐
採

し
た
場
合
は
、森
林
法
違
反
に
な

り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
届
け
出

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、産
業
経
済
部
農

林
振
興
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
農

林
振
興
課（
農
地
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

産
業
経
済
部

農
林
振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９
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☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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■

☎

　市は、木造住宅の耐震診断、耐震改修などの助成事業を実施してい
ます。件数には限りがありますので、早めに申し込みください。詳し
くは市公式ホームページで確認するか問い合わせください。
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■
　豊里病院は、1902年に開設して以降豊里町を中心
に、周辺住民の健康を支える病院として診療を続け
ています。
　また、2021年２月に策定した「病院事業中長期計
画」における役割分担で、主に回復期と慢性期医療を
担う病院として位置付けています。これまで重症者
を中心に受け入れていた一般急性期病床69床を、軽
症者や在宅で容態が悪化した人などを受け入れる地
域包括ケア病床60床に変更し、在宅での療養が困難
な人を受け入れる療養病床30床と併せて90床で運営
しています。
　また、退院後も在宅での医療管理が必要な人への
訪問診療も実施しています。
　さらに、市内外６カ所の特別養護老人ホームなど
から嘱託を受けており、幅広く地域医療を支えてい
ます。

医療局経営管理部経営管理課（管理係）
☎0220（21）6888

　病院では、患者さんのさまざまな病態に応じて、身
体機能が一時的に低下した場合に取り組むリハビリ
と、退院後の日常生活に支障が出ないようにするた
めのリハビリなどを提供しています。
　治療などで、一時的に身体機能が低下した場合、そ
のまま身体を動かさずにいると、運動機能が低下す
ることはもちろん、循環器や呼吸器などを含む全身
の機能が低下する「廃用症候群」になってしまい、場
合によっては生命の危機に陥る場合があります。
　また、軽症者であっても筋力低下などにより、退院

リハビリテーションの重要性

豊里病院事務局（医事係）　☎0225（76）2023

後の生活に支障が出て、訓練が必要になることがあ
ります。
　手術や投薬による治療だけではなく、必要に応じ
てリハビリをすることで、運動機能はもちろん、身体
機能の回復も期待できるため、治療とリハビリは並
行して取り組むことが重要です。
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊐
☎ ☎

㊋
☎ ☎

㊌
☎ ☎

㊍
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊊

㊋

㊍

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
薬

物
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

の
家
族

５
月
11
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

５
月
23
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
仙
台
大

学
／
精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心

理
師
）

◉

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

石
巻

保
健
所
登
米
支
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

地
域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
見
守
り
、寄
り
添
っ

た
り
支
え
合
っ
た
り
で
き
る
よ

う
に
応
援
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。５

月
19
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

５
月
16
日（
月
）

※
定
員
20
人（
先
着
順
）

津
山
・
豊
里
地
域
包
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Good health is a great blessing

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　
「
通
い
の
場
」は
、高
齢
者
が
、日

常
的
に
、住
ん
で
い
る
地
域
で
、地

域
の
人
た
ち
と
触
れ
合
え
る
場
で

す
。地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

脳
ト
レ
、体
操
、歓
談
、趣
味
活
動

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
介
護

予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
ず
は

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い

◉❶
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り

❷
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
と
地
域
住

民
と
の
交
流

❸
地
域
の
つ
な
が
り
、助
け
合
い

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

私
た
ち
の
生
活
の
基
本
と
な
る

「
食
」。心
身
の
健
康
を
保
ち
、さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
も「
食
」は
大
切
な
も
の
で

す
。こ
の
機
会
に
、仲
間
と
と
も
に

「
食
」を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
〜
令
和
５
年
２

月（
全
６
回
）市

内
在
住
の
20
歳
以
上

の
人
＝
20
人
程
度

健
康
づ
く
り
講
話
、

実
習
、体
験（
食
育
、生
活
習
慣
病

予
防
、高
齢
者
低
栄
養
予
防
な
ど
）

５
月
20
日

（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

市
役
所
南
方
庁
舎

５
月
10
日（
火
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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登米産牛とサメ肉を使った「サメンチ」や、油麩を使った「麩じゃ
が」など、両市の食材が満載の弁当が完成しました。

　登米総合産業高と気仙沼向洋高生徒考案のコラボ弁
当が３月11から21日まで、道の駅三滝堂と気仙沼市の道
の駅大谷海岸で販売されました。
　プロジェクトは両校が連携しながら進め、両市内にあ
る道の駅と協力し販売に至りました。11日に道の駅三滝
堂で開かれた販売会では、登米総合産業高の生徒が店頭
でＰＲ。弁当を考案した１年の工藤紗

さ え

恵さんは「お米は
先輩たちが育てた環境保全米を使っています。登米と気
仙沼の味を幅広い年代の人たちにおいしく食べてもら
えたらうれしいです」と語り、笑顔で購入者に弁当を手渡
しました。

イム・ヒスン駐仙台大韓民国総領事館総領事は「寒い冬を押しの
けて出てきた春の新芽を楽しんでほしい」とあいさつしました。

　「宮城オルレ登米コース２周年感謝祭」は３月13日に
開かれ、県内から119人が参加しました。
　感謝祭は、新型コロナの影響により中止された「登米
コースオープン記念事業」を代替するイベントとして
企画。２周年を祝うセレモニー後、参加者は地域の歴史
や文化に触れることができる登米コースのトレッキン
グに出発しました。家族４人で参加した佐藤公

こう

一
い ち

さん
＝塩竈市＝は「日頃から各地へウオーキングに出かけ
ています。登米コースは聞いていた通り良いコースで
した。あいにくの天候でしたが、小学生の孫たちとオル
レを楽しめました」と話しました。

　企画展「花鳥舞う」が３月15日から６月５日まで、登
米懐古館で開かれています。
　企画展では、明治時代に仙台に在任した裁判官で、南
画家としても知られる川村雨

う

谷
こく

が命名した「仙台四大
画家（東

あずま

東
と う

洋
よ う

・小
こ

池
い け

曲
きょっ

江
こ う

・菅
すが

井
い

梅
ば い

関
か ん

・菊
きく

田
た

伊
い

州
しゅう

）」の作品
などが紹介されています。四季の花や鳥をテーマにし
た絵画を中心に、動物・昆虫などを含めた花鳥画が訪れ
る客を魅了しています。東東洋は、石越町出身。京都、金
沢、長崎などを巡遊後、京都に定住しました。仙台の藩
画員に選ばれ、仙台城二の丸や藩校養

よう

賢
け ん

堂
ど う

の障壁画制
作を任されるなど活躍した画家です。

「花鳥舞う」の後期展示は、仙台四大画家にスポットを当ててい
ます。各々の画風の違いを見比べ、楽しむことができます。



今月のホットライン

13 2022.5

阿部代表（左）と阿部隆
りゅう

一
い ち

副代表。棚田でのトウモロコシ栽培
は、地区内外の人たちが一丸となり地域活性化に励んでいます。

　「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」の認
定式は３月25日、市役所迫庁舎にてオンラインで開か
れ、津山町沢田地区の棚田が認定されました。
　沢田集落協定（阿部彰

あきら

代表）は、2000年から中山間地
域等直接支払交付金を活用し、生産条件が不利な急傾
斜の農用地で、トウモロコシの栽培と農用地の維持や
保全活動に尽力。地区の美しい棚田を含む里山風景を
地区一体で守っていることなどが評価されました。阿
部代表は、「地域で取り組んできた活動が評価されてう
れしい。今後も棚田を含む里山風景を守りながら、新し
いことにも挑戦していきたい」と喜びを語りました。

上：みんなで並んだ思い出の一枚（東郷幼稚
園）、中：保護者や先生たちと一緒に記念撮影
（米山東幼稚園）、下：最後に先生の伴奏で歌う
園児たち（米山西幼稚園）

　「米山西幼稚園閉園式」が３月15日、「米山東幼稚園閉園式」「東郷幼
稚園閉園式」は３月16日、各園で開かれ、園児とその保護者が参加し
ました。閉園式では保護者に見守られる中、園児たちが別れの言葉を
発表したり歌を歌ったりして、たくさんの思い出が詰まった園舎に
別れを告げました。
　保護者や地域の人々に支えられ、数多くの子どもたちが巣立って
いった各園は３月31日をもって閉園になります。４月１日からは米
山町と南方町それぞれで町の幼稚園が１つに統合され、米山町では
旧米山西幼稚園園舎を利用し「米山幼稚園」、南方町では現南方幼稚
園園舎を利用し「南方幼稚園」として、新たな歴史がスタートします。

米山西幼稚園 米山東幼稚園 東郷幼稚園



14

Young

Monthly Hot Communication

　176㌢でＢ型です。
　石巻専修大学に通っています。大学で

は、野球部に所属し昨年の春季リーグでは優勝し
て、全国大会に出場しました。大学の授業は、オン
ラインより対面が多いので楽しいです。

　元気で明るいです。社交的で誰と
でも仲良くなれると思います。

　野球をずっと続けています。身体を動
かすことが好きで、いろいろなスポーツを楽しん
でいます。アウトドアも好きで、キャンプ道具一
式をそろえてキャンプもしたいです。趣味は、多
い方だと思います。漫画やアニメも好きです。何
事も楽しむタイプです。

　二重まぶたで優しい人。ぼけた
りツッコんでくれたりする面白みがある子が良
いですね。理想は芸能人の広瀬すずみたいな顔立
ちの子です。

　車で日本を一周し、たく
さんの場所に行ってみたいです。

　連続テレビ小説「おかえ
りモネ」の舞台になったことで、大学の友人たち
から称賛されました。登米市の自然を満喫できる
場所を案内したいので、大学卒業までに感染症が
落ち着いてくれることを望みます。

Half Century
Monthly Hot Communication

落ち着いて優しそうな
人だなと思ったね。

車がなかったから、一関
までバイクで二人乗りして買い
物に行った時の帰りに雨に降ら
れてね。砂利道だったから泥が
跳ねて泥だらけになったのを思
い出すね。
★

辛抱強くて、細やかな気

配りができるね。
優しいし、とても穏や

かだよ。

我が家は三世代の10 人
家族。全員そろってから晩御飯
を食べているよ。家族でいろん
な話をするのだけれど、それが
お互いの良い刺激になり、とて
も幸せな時間を過ごせているね。
皆が笑顔で過ごしてる様子を見
られることが円満の秘訣だね。

家族全員で晩御飯を食べるのが楽しい
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Dream
Monthly Hot Communication

2019年４月27日生まれ
南方町・大門　直樹さんの長男

くん（2歳）

いつも元気で好奇心旺盛なるいぽん
です。大好きな仮面ライダーのよう
に、目指せみんなのヒーロー 。

Monthly Hot Communication

Child

2018年11月4日生まれ
中田町・大柳　美夏さんの三女
歌と踊りが好きで、歌が流れると
歌って踊り家族を笑顔にしてくれま
す。これからもよろしくね。

登米市に博物館を
　僕は小さい頃、両親に、恐竜の図鑑を買って
もらいました。図鑑を見ると、大きな恐竜がい
て、「こんなに大きな生き物がいたんだ。格好良
いな」と思いました。毎日家に帰って、図鑑を見
るのがとても楽しみでした。恐竜についてもっ
と知りたくなって、博物館に連れていってもら
いました。想像の何倍も大きくて迫力がありま
した。その頃から将来は恐竜の化石を調べる地
質学者になりたいと思うようになりました。
　地質学者になったら、外国で化石を発掘し
たり、調べたりするときに、外国の人と関わる
ことになります。そのため、僕は５年生から本
格的に始まった外国語の授業をがんばってい
ます。地質学者になるのはとても大変だと思
いますが、一生懸命勉強したり本を読んだり
して、絶対に夢を叶えたいです。そして、地質
学者になったら登米市に大きな博物館を造り
たいです。

❶ ❷ ❸ ❹
❺ ❻ ❼
❽

☎

ちゃん（3歳）

歌を歌うのが好きな奏美ちゃん。毎
日とびきりの笑顔でみんなを癒して
くれます。

ちゃん（3歳）

2019年3月21日生まれ
南方町・北本郷　英太さんの長女
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☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

観
光
、物
産
、伝

統
、人
物
、歴
史
、自
然
な
ど
、登
米

市
の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し
た
未

発
表
の
作
品

25
文
字
以
内

30
秒

ビ
デ
オ
テ
ー
プ（
Ｈ

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
・
Ｈ
Ｄ
Ｖ
）ま
た
は
ビ
デ

オ
デ
ー
タ（
Ａ
Ｖ
Ｉ
・
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

２
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
な
ど
）

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
や
団
体

応
募
作
品
の
著
作
権
は

市
に
帰
属
し
ま
す

６
月
30
日（
木
）ま
で

に
❶
氏
名（
団
体
の
場
合
は
団
体

名
と
代
表
者
氏
名
）❷
住
所
❸
電

話
番
号
❹
職
業
ま
た
は
学
校（
学

年
）❺
作
品
タ
イ
ト
ル（
仮
称
可
）

❻
作
品
の
大
ま
か
な
内
容
を
任
意

の
様
式
に
記
入
の
上
、直
接
持
参
す

る
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

９
月
９
日（
金
）

　

東
日
本
放
送
の
主
催
で
開
催
さ

れ
て
い
る「
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
」の
応
募
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、応
募
内

容
に
よ
り
選
考
し
ま
す

制
作
、編
集
・
加
工

の
費
用
は
、全
て
応
募
者
負
担
と

な
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
広
報
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

死koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp

　

企
業
の
概
要
説
明
な
ど
、就
職

希
望
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
13
日（
金
）

７
月
７
日（
木
）

登
米
総
合
体
育
館

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

市
振
興
協
同
組
合
は
、抽
選
応

募
券
付
き
の
共
通
商
品
券「
と

め
っ
こ
マ
ネ
ー
」を
発
行
し
て
い

ま
す
。買
い
物
や
贈
答
用
な
ど
で

使
え
る
ほ
か
、す
て
き
な
賞
品
が

当
た
る
抽
選
会
も
年
２
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

加
盟
店
数
は
、市
内
の
地
元

小
売
店
や
飲
食
店
な
ど
現
在
約

１
６
０
件
。加
盟
店
は
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

地
元
資
本
の
小
売
・

飲
食
店
な
ど（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

店
を
含
む
）

登
米
市
振
興
協
同

組
合
事
務
局（
登
米
中
央
商
工
会

館
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
事

務
処
理
技
能
の
習
得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
者
か
支
援
指
示

を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
佐
沼
教
室（
迫

町
佐
沼
字
中
江
一
丁
目
９
―
１
）

６
月
10
日（
金
）〜
９

月
９
日（
金
）５

月
17
日（
火
）

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
約
１
万
２
千
円
）

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

▼
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

（
１
回
に
つ
き
９
６
０
０
円
）

▼
投
票
日
当
日
投
票
所
の
投
票
立

会
人（
１
回
に
つ
き
１
万
９
０
０

円
）

１
投
票
所
に
２
人
ず
つ

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合

は
、選
考
し
、応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
通
知
し
ま
す

所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、居
住
地
の

総
合
支
所
市
民
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
、各
総
合
支

所
と
選
挙
管
理
委
員
会（
迫
庁
舎

３
階
）に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。ま

た
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

５
月
９
日（
月
）

選
挙
管
理
委
員
会

（
選
挙
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
９
８

５
月
15
日（
日
）午
前
９
時

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

死norinshinko@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、本
年

度
執
行
予
定
の
第
26
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
と
投

票
日
の
投
票
所
で
有
権
者
の
代
表

と
し
て
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
確
認

※
従
事
期
間
や
時
間
な
ど
の
詳
細

は
、日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
応

募
者
へ
連
絡
し
ま
す

❶
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
❷
明
る
い
選

挙
の
推
進
に
理
解
が
あ
る
人
❸
心

身
共
に
健
康
で
長
時
間
従
事
で
き

る
人

「
選
挙
長
等
の
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
支
給

５
月
22
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午（
小
雨
決
行
、午
前
９
時
30

分
集
合
）

道
の
駅
津
山「
も
く

も
く
ラ
ン
ド
」駐
車
場

津
山
町
柳
津
字
黄
牛

深
畑
地
内

▼
植
樹
祭
＝
先
着

１
５
０
人
▼
わ
た
し
の
記
念
植
樹

＝
先
着
30
人無

料
軍
手
、長
靴

５
月
11
日（
水
）

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル

産
業

経
済
部
農
林
振
興
課（
林
業
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９☎

〜
正
午（
午
前
８
時
45
分
集
合
）

心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

無
料15

人（
先
着
順
）

５
月
８
日（
日
）

消
防
署
救
急
係
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
再
講
習
の
希
望
者
も
併
せ
て
募

集
し
て
い
ま
す

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　
「
第
17
回
登
米
市
青
年
文
化
祭
」

の
動
画
を「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」で

配
信
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
発
表
会
や
大
会
が
中
止

に
な
る
中
、作
成
者
た
ち
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
登
米
市
青
年

文
化
祭
」で
検
索
し
、ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

青
年
団
は
、青
年
文
化
祭
の
ほ

か
に
も
交
流
活
動
や
体
育
大
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
て
い
ま
す
。興
味
が
あ
る
人
は

気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

※写真はイメージです

野菜苗に
季節の花苗
入荷しました
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
、一

般
交
通
事
故
の
約
７
倍
、建
設
業

の
約
３
倍
に
も
及
び
ま
す
。一
般

車
両
と
の
接
触
や
追
突
を
防
ぐ
に

は
周
囲
に
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。農
機
に「
低
速
車

マ
ー
ク
」や「
反
射
板
」を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。ま
た
、作
業
機
を
付
け

て
公
道
を
走
行
す
る
に
は
、基
本

的
に
ラ
ン
プ
類
の
増
設
な
ど
が
必

要
で
す
の
で
、農
機
販
売
店
に
相

談
く
だ
さ
い
。

■❶
確
実
な
運
転
操
作
と
ブ
レ
ー
キ

連
結
の
確
認

❷
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の
装

着
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用

❸
ラ
ン
プ
類
や
低
速
車
マ
ー
ク
な

ど
の
取
り
付
け

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

■
　

農
繁
期
に
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
か
ら
道
路
に
土
が
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。道
路
に
落
ち
た
泥

や
土
の
塊
は
、通
行
の
妨
げ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原

因
と
な
る
場
合
も
あ
り
、道
路
法

で
禁
止
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。や
む
を
得
ず
道
路
を
汚

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速
や
か

に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
に
通
行

で
き
る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
い
、市
内
産
特
用
林
産
物
の

「
原
木
シ
イ
タ
ケ（
露
地
栽
培
）」、

「
こ
し
あ
ぶ
ら
」、「
野
生
き
の
こ

類
」が
出
荷
制
限
指
示
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

出
荷
制
限
指
示
解
除
に
つ
い
て

は
、県
が
定
め
る
計
画
に
基
づ
き

管
理
さ
れ
る「
原
木
シ
イ
タ
ケ（
露

地
栽
培
）」は
解
除
さ
れ
た
も
の

の
、そ
れ
以
外
の
品
目
は
出
荷
制

限
が
続
く
見
込
み
で
す
。出
荷
制

限
を
受
け
て
い
な
い
特
用
林
産
物

で
あ
っ
て
も
、野
生
採
取
物（
山
菜

な
ど
）は
採
取
場
所
に
よ
っ
て
は

基
準
値
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、出
荷
・
販
売
者
に
よ
る

自
主
検
査
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
の
直
売
所
な
ど
で

特
用
林
産
物
や
加
工
品
を
販
売
し

て
い
る
人

※
自
家
消
費
目
的
の
人
は
対
象
外

で
す

市
内
の
直
売

所
な
ど
で
販
売
す
る
特
用
林
産
物

※
出
荷
制
限
品
目
の「
こ
し
あ
ぶ

ら
」「
野
生
き
の
こ
類
」は
測
定
で

き
ま
せ
ん

　

令
和
４
年
４
月
分
か
ら
令
和
５

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
６
５
９
０
円
で

す
。保
険
料
は
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

の
納
付
や
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、翌
月
の
末
日
で
す
。保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、不
慮
の
事

故
が
発
生
し
た
際
に
、障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
が
少
な
い
な
ど
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
場
合
は
、令
和
２

年
２
月
分
以
降
の
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
臨
時
特
例

措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、各
総
合
支
所
市
民
課
窓
口
へ

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６
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書
と
支
給
概
要
な
ど
を
小
学
校
を

通
し
て
配
布
し
ま
す
。支
給
対
象

者
は
、申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、小
学
校
へ
提
出
く
だ

さ
い

５
月
23
日（
月
）

申
請
書
の
内
容
を
確

認
し
、後
日
、結
果
を
通
知
し
ま
す

第
３
子
以
降
が
小
学
校

に
入
学
し
て
も
、該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。支
給
要
件
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、支
給
概
要

を
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
内
に

住
所
を
置
き
、第
３
子
以
降
が
他

の
市
町
村
の
小
学
校
に
入
学
し
た

場
合
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る

人
た
ち
へ
の
救
援
や
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
の
避
難
民
を
受
け
入
れ
る

周
辺
国
で
の
救
援
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、各
総
合
支
所
と
福
祉
事

務
所
生
活
福
祉
課
の
窓
口
に
募
金

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

救
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
現
地
で
の
支
援
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

5
月
31
日（
火
）

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

※
測
定
し
た
い
も
の
を
販
売
す
る

状
態
で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

幅
30
㌢
×
長

さ
30
㌢
×
高
さ
20
㌢

４
月
１
日
〜
６
月
30

日
の
水
、金
、土
曜
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

道
の
駅
津
山
も
く
も

く
ラ
ン
ド（
伝
習
館
）

測
定
希
望
日
の
前
日

ま
で
に
所
定
の
用
紙（
農
林
振
興

課
、も
く
も
く
ラ
ン
ド
で
配
布
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
予
約

道
の
駅
津
山
も
く
も

く
ラ
ン
ド

０
２
２
５（
６
９
）２
１
４
４

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

５
月
１
日
時
点
で
市
内
に

住
所
を
置
き
、本
年
４
月
に
第
３

子
以
降
が
小
学
校
に
入
学
し
た
保

護
者

１
人
に
つ
き
３
万
円

４
月
中
旬
に
、申
請

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

☎

下田中53番地8 0220-23-8688
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市
で
は
、４
月
１
日
付
け
で
行

政
組
織
を
改
編
し
ま
し
た
。

　

健
全
で
実
効
性
の
高
い
財
政
運

営
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、財
政

経
営
課
財
政
係
を
細
分
化
し
、地

方
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務
書
類

の
デ
ー
タ
分
析
な
ど
、地
方
公
会

計
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、「
財

政
調
整
係
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、「
ス
マ
ー

ト
行
政
推
進
係
」を
総
務
部
か
ら

で
回
収
し
ま
す
。燃
や
せ
な
い
ご

み
で
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
　

資
源
ご
み
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

ボ
ト
ル
容
器
の
対
象
品
目
に
は
次

の
物
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、資
源

ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
❶

プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
た
詰
め
替
え

用
袋
❷
お
菓
子
の
袋
❸
チ
ュ
ー
ブ

類
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

※
中
身
を
使
い
切
っ
て
軽
く
水
洗

い
し
、キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
と
同

じ
透
明
な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
移
管
し
ま

す
。

▼
総
務
部
人
事
課

（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
、専
門
知
識
を
持
つ
支
援

員
に
相
談
で
き
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り

ま
す
。

　

３
月
16
日
に
発
生
し
た
福
島
県

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
関
す
る

情
報
を
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

減
免
な
ど
の
詳
細
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

■
　

せ
と
も
の
は
埋
立
ご
み
指
定
袋

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

❶

▶
▶

❷

■

㊋

㊋

㊋

㊋
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持
参
く
だ
さ
い

無
料５

月
６
日（
金
）Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人
う
み
と
そ
ら（
担
当
＝
清
田
）

☎
０
２
２（
２
０
０
）６
３
１
５

５
月
27
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

窓
口
を
設
置
し
、生
活
で
の
困
り

ご
と
や
行
政
手
続
き
な
ど
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

■
　

月
〜
水
、金
曜（
祝
日
、年
末
年
始

は
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
電
話
で
受
け
付
け
後
、相
談
員

が
電
話
し
ま
す

■
　

毎
週
金
曜
午
後
７
時
〜
９
時

※
原
則
、迫
公
民
館
で
実
施

※
電
話
で
受
け
付
け
後
、相
談
員

が
相
談
時
間
な
ど
に
つ
い
て
電
話

し
ま
す

登
米
市
国
際
交
流
協

会（
登
米
総
合
支
所
２
階
）

中
国
語
、韓
国
語
、英

語
、日
本
語

登
米
市
国
際
交
流

協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

　

終
活
の
進
め
方
に
つ
い
て
、専

門
家
が
詳
し
く
丁
寧
に
解
説
、相

談
対
応
し
ま
す
。

５
月
７
日（
土
）午
後
２
時

〜
３
時
30
分み

や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ

（
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ケ
岡
５
）

「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」〜
豊
か

な
老
後
の
為
に
今
で
き
る
こ
と

（
講
師
＝
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
／
遠
藤
卓た

く

也や

）

※
当
日
は
、ね
ん
き
ん
定
期
便
を

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
マ

マ
ス
ト
レ
ッ
チ
、う
ち
の
子
の
未

来
学「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

５
月
24
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　

市
は
、市
内
に
住
む
外
国
人
の

皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、相
談

☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
こ
と
や
不
安
な

こ
と
な
ど
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。助
産
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

５
月
17
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和4年3月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,607 9,576 10,050 19,626 （▲52）

登米 1,748 2,171 2,334 4,505 （▲13）

東和 2,246 2,821 2,908 5,729 （▲37）

中田 5,259 7,511 7,772 15,283 （▲51）

豊里 2,129 3,072 3,154 6,226 （▲15）

米山 2,840 4,250 4,331 8,581 （▲34）

石越 1,533 2,248 2,240 4,488 （▲19）

南方 2,716 4,006 4,177 8,183 （▲41）

津山 1,122 1,440 1,567 3,007 （▲6）

合計 27,200 37,095 38,533 75,628 （▲268）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

大型連休が始まると、高速道路や長距離を運転する機会
が多くなります。余裕を持った計画と安全運転で、楽しい
思い出をつくりましょう。

（令和4年3月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ４ Ｒ３ 増減数

人身事故
発生件数 18件 24件 ▲6件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 21人 27人 ▲6人

物損事故
発生件数 314件 420件 ▲106件

※Ｒ4年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

令和4年
累計

前年同月
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Boat
　
「
第
33
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会
」は
３
月
19
か
ら
21
日

ま
で
、浜
松
市
天
竜
ボ
ー
ト
場
で
開

か
れ
、佐
沼
高
ボ
ー
ト
部
か
ら
３

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
出
場
し

た
黒
田
恵え

真ま

は
、中
学
時
代
は
吹
奏

楽
部
に
所
属
。運
動
部
出
身
の
他
の

部
員
や
昨
年
全
国
大
会
へ
出
場
し
た

先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
食
ら
い

つ
き
な
が
ら
練
習
に
励
ん
だ
。「
自
分

の
力
を
精
一
杯
発
揮
し
た
い
」と
、シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
の
出
場
を
直
訴
。

３
位
で
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

た
東
北
大
会
の
レ
ー
ス
後
、自
然
と

流
れ
た
涙
は
黒
田
の
努
力
を
物
語
っ

て
い
た
。全
国
大
会
予
選
で
は
緊
張

か
ら
ミ
ス
が
増
え
、タ
イ
ム
は
伸
び

悩
ん
だ
が「
一
度
こ
い
だ
こ
と
で
気

持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」と
、敗
者
復
活

戦
を
グ
ル
ー
プ
１
位
で
突
破
。準
決

勝
で
敗
れ
た
も
の
の「
周
囲
の
支
え

に
感
謝
し
な
が
ら
夏
の
大
会
で
も
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
」と
、前
を
向
い
た
。

　

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
出
場
し
た
１
年

の
久
保
田
夏な

奈な

と
大
場
日に

湖こ

は
、物

心
が
つ
い
た
頃
か
ら
の
幼
馴
染
。入

部
当
初
か
ら
頭
角
を
現
し
た
久
保
田

に
対
し
、大
場
は
部
内
の
選
抜
レ
ー

ス
で
勝
ち
切
れ
ず
、ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

で
の
県
大
会
出
場
は
か
な
わ
な
か
っ

た
。大
場
は「
悔
し
か
っ
た
分
、冬
の

練
習
を
人
一
倍
頑
張
っ
た
」と
奮
起
。

全
国
大
会
前
に
再
び
開
催
さ
れ
た
部

内
の
選
抜
レ
ー
ス
で
好
タ
イ
ム
を
記

録
し
、直
前
で
全
国
出
場
メ
ン
バ
ー

の
座
を
勝
ち
取
っ
た
。二
人
で
練
習

で
き
る
時
間
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
無

か
っ
た
が
、久
保
田
は「
息
が
合
っ
て

こ
ぎ
や
す
か
っ
た
」と
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸

を
見
せ
る
。３
位
ま
で
が
準
決
勝
に

進
め
る
全
国
大
会
予
選
で
は
グ
ル
ー

プ
４
位
と
惜
し
く
も
敗
れ
た
が
、競

技
を
始
め
て
一
年
足
ら
ず
の
二
人
は

確
実
に
全
国
で
の
爪
痕
を
残
し
た
。

　

男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
は

漕
手
４
人
に
舵
手
１
人
を
加
え
た
５

人
乗
り
の
種
目
。ク
ル
ー
リ
ー
ダ
ー

の
西
條
翔は

や

て風
を
中
心
に
練
習
を
重
ね

た
。迎
え
た
秋
の
県
大
会
、１
位
通
過

で
東
北
大
会
へ
進
ん
だ
が
、さ
ら
な

る
強
豪
が
ひ
し
め
く
東
北
大
会
で
も

１
位
に
な
る
こ
と
が
全
国
大
会
出
場

へ
の
絶
対
条
件
。「
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
」と
、チ
ー
ム
内
で
積
極
的
に

声
掛
け
す
る
よ
う
意
識
し
た
。タ
イ

ム
は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
、東
北
大
会
で

は
他
に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
。全
国

大
会
で
は
オ
ー
ル
が
折
れ
る
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
予
選
で
敗
退
し
た
が「
ベ
ス

ト
を
尽
く
せ
れ
ば
全
国
大
会
で
も
通

用
す
る
」と
自
信
を
深
め
た
。

　

顧
問
の
井
上
裕ゆ

う

市い
ち

先
生
は「
全
国

大
会
に
３
チ
ー
ム
も
出
場
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
収
穫
。こ
の
経
験
を
今

後
に
生
か
し
て
い
く
」と
、先
を
見
据

え
る
。部
内
で
の
競
争
が
さ
ら
に
活

気
付
く
佐
沼
高
ボ
ー
ト
部
。全
国
大

会
の
経
験
を
胸
に
、夏
の
飛
躍
へ
舵

を
切
っ
た
。
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「
第
35
回
東
北
高
等
学
校
空
手
道

選
抜
大
会
」は
１
月
21
か
ら
23
日
ま

で
秋
田
県
立
武
道
館
で
開
か
れ
、登

米
総
合
産
業
高
空
手
道
部
が
男
子
団

体
組
手
で
３
位
に
輝
き
、２
０
１
６

年
以
来
２
度
目
の
全
国
大
会
出
場
を

決
め
た
。

　

団
体
組
手
は
５
人
制
。
一
対
一
の

対
決
で
先
に
３
勝
し
た
方
が
勝
利
す

る
。引
き
分
け
な
ど
で
勝
利
数
が
同

じ
場
合
は
、総
取
得
ポ
イ
ン
ト
の
差

で
勝
敗
が
決
ま
る
。

　
「
全
国
大
会
出
場
の
決
め
手
に

な
っ
た
の
は
県
大
会
、東
北
学
院
高

校
と
の
試
合
だ
っ
た
」と
部
長
の
三

上
瑛え
い

大た

は
振
り
返
る
。鈴
木
陽は
る
か翔
が

挑
ん
だ
中
堅
戦
。序
盤
の
ス
コ
ア
は

５
対
０
。問
題
な
く
勝
て
そ
う
だ
が
、

チ
ー
ム
が
引
き
分
け
に
な
る
可
能
性

を
考
え「
大
技
に
挑
戦
し
よ
う
」と
イ

チ
か
バ
チ
か
崩
し
技
を
繰
り
出
し

た
。こ
れ
が
見
事
に
決
ま
り
、ス
コ
ア

８
対
０
で
勝
利
。１
勝
２
敗
１
引
き

分
け
で
迎
え
た
大
将
戦
。副
将
戦
に

敗
退
し
た
も
の
の
、先
ほ
ど
の
鈴
木

の
判
断
が
生
き
ポ
イ
ン
ト
は
優
勢
。

こ
こ
で
勝
て
ば
得
失
点
差
で
決
勝
へ

と
進
め
る
。川
熊
海か
い

斗と

は「
緊
張
は

あ
っ
た
が
、自
分
の
強
み
を
生
か
し

た
試
合
に
し
よ
う
と
思
っ
た
」と
当

時
を
振
り
返
る
。同
点
で
迎
え
た
試

合
終
盤
、一
瞬
の
隙
を
見
逃
さ
ず
突

き
を
決
め
た
。得
意
の
カ
ウ
ン
タ
ー

で
掴
ん
だ
渾こ

ん

身し
ん

の
勝
利
だ
っ
た
。そ

の
後
の
決
勝
に
は
惜
し
く
も
敗
れ
た

が
、東
北
大
会
へ
と
駒
を
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

東
北
大
会
に
向
け
５
人
は
、タ
イ

プ
の
異
な
る
相
手
と
の
試
合
を
想
定

し
、O
B
と
模
擬
試
合
を
繰
り
返
す

な
ど
、実
践
形
式
の
練
習
を
増
や
し

た
。迎
え
た
東
北
大
会
。互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
勝
ち
進
ん
だ
準
決
勝
で

思
わ
ぬ
事
態
が
起
こ
っ
た
。先せ
ん
ぽ
う鋒
、次じ

鋒ほ
う

と
続
け
て
敗
れ
、後
が
無
い
。中
堅

戦
に
挑
ん
だ
の
は
川
熊
。格
上
の
相

手
と
渡
り
合
っ
て
い
た
さ
な
か
、突

然
、審
判
か
ら
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ

た
。力
が
入
り
過
ぎ
た
の
か
、気
が
付

か
ぬ
間
に
け
が
を
負
い
、足
か
ら
出

血
し
て
い
た
の
だ
。試
合
続
行
は
不

可
能
。残
念
な
が
ら
棄
権
と
な
り
、結

果
は
３
位
。優
勝
は
逃
し
た
が
、７
年

前
に
繰
り
上
が
り
で
出
場
権
を
得
た

と
き
と
は
違
い
、今
回
は
実
力
で
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　

全
国
大
会
を
目
前
に
控
え
た
３
月

16
日
、開
催
地
の
宮
城
県
で
最
大
震

度
６
強
を
観
測
す
る
地
震
が
発
生
。

会
場
も
被
害
を
受
け
、大
会
は
中
止

に
。地
元
で
開
催
予
定
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。

一
週
間
後
、落
ち
込
む
メ
ン
バ
ー
に

思
わ
ぬ
知
ら
せ
が
届
い
た
。な
ん
と

代
替
大
会
の
開
催
が
決
ま
っ
た
の

だ
。「
ど
こ
が
相
手
で
も
勝
て
る
よ

う
、今
ま
で
通
り
練
習
す
る
の
み
」と

部
長
の
三
上
は
力
強
く
語
る
。一
度

は
途
絶
え
た
全
国
へ
の
道
。勝
利
を

目
指
し
て
５
人
は
再
び
歩
み
出
す
。
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　鈴木さんが代表を務める「手のひらサークルた
ねるべ」は、子育て世代の母親たちの「親子で楽し
いことをしてみたい」という声がきっかけで発足
した。登

と よ ま

米町を拠点として、地域のおじいさん、お
ばあさん、さまざまな団体のみなさんに協力をい
ただきながら、活動を展開している。
　地域の資源である「ひと」や「もの」を探し出し、
もっと輝かせ、生かす。そこに暮らす人々をつなげ
ていく。サークル名の「たねるべ」は宮城の方言で
ある「たねる（探す）」をもとにした。
　春はタケノコ、梅や桑の実、秋には柿や芋。味噌
作りや干し柿作り。昔、それぞれの家庭で当たり前
のように手に取り、続けていたこと。それらを伝承
できる環境は少なくなっている。そこで、橋渡しに

なるべく、若い世代や子どもたちに知ってもらう
活動を行うようになった。「手間はかかるが、子ど
もたちや若いママたちには新鮮に感じるようで、
楽しんでもらえている」と代表の鈴木さんは話す。
　昨年は、畑作業を通じて協力し合い一緒に食べ
る「エディブルヤードスクール」を開催。落花生や
綿の栽培、夏野菜を育ててピザを作ったりもした。
子どもたち中心のイベント「こども店長」や「ハロ
ウィンパレード」、近所の農家さん中心の「収穫祭」
イベントなども開催した。
　小さなきっかけで、たくさんの人とつながれる
楽しさを、多くの皆さんに知ってもらいたい。地域
全体で子どもたちを育てていきたい。その思いの
仲間たちが集っている。

Profi le

▼
取
材
で
幼
い
頃
に
通
っ
た
幼

稚
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。卒
園

し
た
く
な
い
と
泣
い
て
し
ま
っ

た
日
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。

私
も
４
月
か
ら
別
の
部
署
へ
旅

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。短

い
間
で
し
た
が
、い
ろ
い
ろ
な

人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
大
立
目
）

▼「
市
民
の
広
場
」と「
と
き
め

き
人
」の
取
材
を
担
当
し
ま
し

た
。短
期
間
で
の
取
材
校
正
が

で
き
る
の
は
、受
け
入
れ
て
く

れ
る
皆
さ
ん
の
優
し
さ
が
あ
っ

て
こ
そ
と
感
謝
の
念
に
つ
き
ま

す
。異
動
で
広
報
の
担
当
を
離

れ
ま
す
が
、取
材
で
の
学
び
を

大
切
に
、新
し
い
道
を
歩
ん
で

い
き
ま
す
。（
髙
橋
）

▼
別
の
部
署
へ
異
動
に
な
り
ま

し
た
。広
報
を
担
当
し
た
４
年

間
の
中
で
学
ん
だ
数
多
く
の
こ

と
を
生
か
せ
る
よ
う
、今
後
も

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
、協
力
し
て

く
れ
た
人
、支
え
て
く
れ
た
人
、

読
ん
で
く
れ
た
人
な
ど
、関
係

す
る
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
三
浦
）
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